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ミッションとビジョン
1 Sansanグループについて

出会いから
イノベーションを生み出す

ビジネスインフラになる

Mission

Vision



働き方を変える
DXサービス



© Sansan, Inc. 5

Sansan

68%

Eight

10%

Bill One

18%

サービス沿革と売上高比率
1 Sansanグループについて

2008年
5月期

2012年
5月期

2020年
5月期

2022年
5月期

2024年
5月期

2023年
5月期
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当社の強み
1 Sansanグループについて

アナログ情報をデジタル化する技術を軸に国内SaaS最大級のポジショニングを構築

アナログ情報を
デジタル化する

技術

AIテクノロジーと人の
手入力を組み合わせた独自の

オペレーション

国内における高い

認知度

「Sansan」の高い認知度は、
各サービスへの

信頼性獲得に大きく貢献

強固な営業・
マーケティング

組織とノウハウ

国内最大級のSaaS企業として
強固な営業・マーケティング
組織や高いノウハウを保有
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「アナログからデジタル」に着目したSaaS
1 Sansanグループについて

紙をはじめとしたアナログな業務フローが残っていることで、デジタル化による大きな効率化の余地があることに注目
さまざまなアナログ情報をスピーディかつ正確にデジタル化し、業務の生産性の向上やデータ活用による利便性を提供

7

接点情報 名刺 請求書 契約書

アナログ情報をテクノロジーと人力の
組み合わせで正確にデータ化 人：手入力AI：入力 人：チェック
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売上総利益 売上総利益率

10,206 

13,362 
16,184 

20,420 

25,510 

33,878 

売上高 売上総利益･売上総利益率

連結業績（2018年5月期～2024年5月期）
1 Sansanグループについて

売上高、売上総利益ともに高い成長率を実現

（百万円） （百万円）

2018年
5月期

2019年
5月期

2020年
5月期

2021年
5月期

2022年
5月期

2023年
5月期

33,878

2019年
5月期

2020年
5月期

2021年
5月期

2022年
5月期

2023年
5月期

2018年
5月期

売上総利益
売上総利益率

27.1%

直近
5年平均成長率

27.3%

直近
5年平均成長率
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1,420 

920 

2,357 

終値

株式状況
1 Sansanグループについて

株価は2021年11月に上場来高値（3,642円）を記録するも、米国金利上昇等を主因に直近半年は約1,300円～約2,300円で推移
株主構成のうち、約40％を外国法人等が占める

（人） 株価(2024年7月17日時点) 株主構成（2024年5月末時点）

3,642

個人その他

21.49%

金融機関

12.99%

外国法人等

39.12%

証券会社

0.25%

その他の
国内法人

26.14%

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

（円）

2,357

2024年
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営業DX

企業の営業活動に
関する課題解決
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22,889 

堅調な売上高成長
2 主要サービスについて「Sansan」

2007年のサービス提供開始以来、継続的な進化を経て、国内SaaS最大級の売上高規模に成長
2022年に名刺管理サービスから営業DXサービスへプロダクトを刷新し、2024年も堅調な成長を持続

（百万円）

「Sansan」売上高 (1)

230億13百万円
ARR (2) 2024年5月

営業DXサービス「Sansan」へ刷新法人向け名刺管理サービス「Sansan」に名称変更「Link Knowledge」（現「Sansan」）提供開始

(1) 各年5月期、2020年5月期以前は旧セグメントのSansan事業売上高
(2) Annual recurring revenue（年間固定収入）

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 20242016
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サービス概要
2 主要サービスについて「Sansan」

さまざまな接点情報や企業情報を活用することで、生産性の向上や営業力の強化を実現

正しい顧客情報がないために
営業機会を逃している

アナログな作業による
非効率性

接点情報

名刺 ウェブサイトの
お問い合わせ

セミナーメール 電話デジタル
名刺

さまざまな接点情報や
企業情報を活用

A社に
営業しよう

会社情報

企業情報

営業活動の課題を解決
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さまざまな企業情報の搭載 (1)
2 主要サービスについて「Sansan」

(1) 日本語版の提供のみの機能画面

企業情報詳細
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接点情報のデータ化による社内人脈の可視化
2 主要サービスについて「Sansan」

接点管理
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圧倒的なシェアと盤石な顧客基盤
2 主要サービスについて「Sansan」

BtoB領域における高い認知度を獲得し、圧倒的な市場シェアを確立
創業以来培った国内トップレベルのSaaS経営ノウハウを背景に、盤石な顧客基盤を構築

創業16年間で培った
SaaSノウハウ

BtoBにおける圧倒的な認知度と市場シェア 強固な営業組織と盤石な顧客基盤

2022年売上高シェア (1)

Sansan

82.4%

(1) 営業支援DXにおける名刺管理サービスの最新動向2024（2024年1月 シード・プランニング調査）
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日本国内における潜在市場規模
2 主要サービスについて「Sansan」

多くの企業で利用従業者は限定的であり、日本だけでも数十倍の開拓余地が存在

18.0%

100人～999人

99人以下

4.5%

0.3%

5.1%

4.1%

1.7%

1,000人以上
（+2.3pt）

（+0.8pt）

（+0.0pt）

（+1.1pt）

（+1.0pt）

（+0.3pt）

(1) 分母は総務省統計局「令和3年経済センサス活動調査」を基にした数値、分子は2024年5月期Q3末における「Sansan」の契約件数及び合計ID数を基に算出

数十倍の
利用者の拡大余地

「Sansan」
利用従業者カバー率 (1)

（前年同期末比）

「Sansan」
利用企業カバー率 (1)

（前年同期末比）

日本の企業規模区分
（従業者数）
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1.13

1.00

1.29

直近12か月平均営業生産性 直近12か月平均営業人員数

営業生産性の改善
2 主要サービスについて「Sansan」

2023年5月期の期初と比べて、営業生産性（営業1人当たり受注金額）は約13%改善
安定的な売上高成長の継続に向け、営業生産性の持続的な改善を背景に直近で営業体制を強化

直近12か月平均営業生産性（営業1人当たり受注金額）

2023年5月期 2024年5月期

+29%
直近12か月平均営業人員数 (1)

2023年5月期期初比

+13%
直近12か月平均営業生産性
2023年5月期期初比

8月 11月 2月 5月6月

1.00

8月 11月 2月 5月

1.29

1.13

(1) 営業人数はフィールドセールスのみ
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Net Revenue Retention（既存顧客における売上高維持率）
2 主要サービスについて「Sansan」

既存顧客に対するアップセルが順調に進んだ結果、
安定的にネガティブチャーン (1) を実現

（件）

「Sansan」サービス開始時期別の収入構成 (2) （ストック収入）

(1) サービスの解約で減少した収入に対して、既存契約における収入増加が上回った状態のこと
(2)「Sansan」の月額課金額を基に作成（未監査）

2018年
5月期

2019年
5月期

2020年
5月期

2021年
5月期

2022年
5月期

2024年
5月期

2023年
5月期



企業の請求書業務に
関する課題解決

経理DX
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サービス創出の背景
2 主要サービスについて「Bill One」

「Sansan」で培ったテクノロジーや事業運営ノウハウを他領域に展開し、企業の請求書業務における課題を解決

「Sansan」で培ったアナログ情報のデジタル化ノウハウを「Bill One」に展開

営業分野の課題

企業が抱えるアナログ業務に関する課題

- 紙の名刺の煩雑な管理

- さまざまな接点情報の分散

- 生産性の低下

接点情報をデータ化・可視化することで、課題を解決

請求書分野の課題

- 紙の請求書の煩雑な管理

- 各種法制度への対応

- 生産性の低下

データ化された請求書の受領によって、課題を解決
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84 

826 

2,414 

6,168 

急速な売上成長
2 主要サービスについて「Bill One」

2020年5月のサービス開始以来、売上高は急速に成長
高成長を継続し、2024年5月のARRは76億円を超過

（百万円）

Net Sales of Bill One

2021年
5月期

2023年
5月期

2022年
5月期

76億80百万円
ARR 2024年5月

「Bill One」売上高

2024年
5月期
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サービス概要
2 主要サービスについて「Bill One」

あらゆる形式の請求書をオンラインで受領可能にし、正確なデータ化を通じて請求書業務のDX化を促進
「Bill One」の導入により、さまざまな法改正等へのスムーズな対応や月次決算早期化を実現

(1) 当社が規定する条件を満たした場合のデータ化精度

ワンストップ受領

99.9% (1)の精度でデータ化

クラウド上で一元管理

Bill Oneの契約企業請求書を発行する企業
請求書受領から、月次決算を加速する

アップロード

郵送

メール添付

企業の請求書業務の課題を解決

紙の請求書の受領、管理は
時間がかかり労働集約的

紙の請求書の処理のために
出社が必要
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紙やPDF等の請求書の正確なデータ化
2 主要サービスについて「Bill One」

請求書情報
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顧客基盤とポジショニング
2 主要サービスについて「Bill One」

業種業態を問わず、さまざまな企業利用が拡大
クラウド請求書受領サービス市場において、売上高シェアNo.1を獲得

(1) デロイト トーマツ ミック経済研究所「驚異的な成長を続けるクラウド請求書受領サービス市場」（ミックITリポート2023年11月号）

No.1

請求書受領サービス
売上高シェア

クラウド請求書受領サービス市場 (1) 導入顧客事例
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日本国内における潜在市場規模
2 主要サービスについて「Bill One」

日本国内だけでも大きな開拓余地が存在
サービス提供価値の強化を図りながら、「Bill One受領」を主軸に高成長の継続を目指す

「Bill One」
利用企業カバー率 (1)

（前年同期末比）

4.1%

100人～999人

99人以下

2.1%

0.1%

1,000人以上

日本の企業規模区分
（従業者数）

数十倍の
利用企業の拡大余地

（+1.1pt）

（+0.8pt）

（+0.1pt）

(1) 分母は総務省統計局「令和3年経済センサス活動調査」を基にした数値、分子は2024年5月期末における「Bill One」の契約件数及び合計ID数を基に算出
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展開領域・機能の拡大
2 主要サービスについて「Bill One」

さらなる事業成長に向け、請求書発行から入金消込までを一気通貫で完結させる「Bill One発行」、
「Bill Oneビジネスカード」を用いることで立替精算を無くすことを目指す「Bill One経費」に領域を拡大

2020年5月
サービス提供開始

請求書
受領機能

2021年10月

仕訳機能

2022年2月

請求書
発行機能

2023年2月
仕入明細書
機能

2022年8月

郵送代行

2023年6月
法人カード
「Bill One   

ビジネスカード」

フィンテック領域への拡大

2024年後半以降

入金消込機能
「Bill One発行」

2024年6月

経費精算機能
「Bill One経費」
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2 主要サービスについて「Bill One」

「Bill Oneビジネスカード」の導入により、立替経費に伴う課題を解決
社員の金銭的負担を軽減しながら、経費精算業務の効率化やコスト削減を実現（1）

現金使用に伴うさまざまなコストを削減
立替による個人の金銭負担を軽減し、
不適切な経費利用リスクを排除

①立替経費の廃止・削減
領収書の提出から承認、仕訳、証憑の
保管まで、経費精算に必要な対応を

オンラインで完結

②オンラインで完結 ③法対応業務の自動化

「電帳法・インボイス制度」への対応で
発生する業務を自動化

カード決済 証憑提出 精算入力 支払承認 仕訳 口座振込
経費精算のフロー

(1) 立替経費もカード払いと同様に経費精算が可能

決済 利用者宛に
メールが届く

スマートフォンで
領収書を撮影 会計ソフト連携領収書を

自動でデータ化 精算申請・承認 領収書と利用明細の
金額を自動で突合

適格請求書の要件を
自動で判定

Bill One
ビジネスカード

「Bill One経費｣の概要



法務DX

企業の契約書業務に
関する課題解決
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サービス概要と機能強化
2 主要サービスについて「Contract One」

Contract Oneは、あらゆる契約書を正確にデータ化し、全社で契約情報を活用できるようにする契約データベース
GPTを活用した契約文章の要約機能や「Sansan」との連携機能に加え、契約情報の可視化や契約状態の自動判定機能を提供開始

企業の重要な資産である契約書を正確にデータ化し、企業間の取引条件が網羅され
たデータベースを構築。関連する契約を自動でひも付ける機能が全社の契約状況を
俯瞰して管理することを可能にし、企業の収益最大化を後押し

サービス概要 強化機能

データ化した契約書について、「基本契約」を親契約、「個別契約書」「秘密保持契
約書」等を子契約として自動判別してひも付け、契約ツリーとして関連性を可視化。
データベース化した契約情報から、契約終了日や自動更新の有無や期間等を自動で読
み取り、各契約のステータスを「契約中」「契約終了」等に自動で分類



名刺DX

個人のビジネス活動に
関する課題解決
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サービス概要
2 主要サービスについて「Eight」

名刺交換、名刺管理を通じてビジネス機会を創出するアプリを提供

アプリを開いてすぐ名刺交換

タッチで交換。スマートに管理。
名刺アプリ「Eight」

名刺を撮影するだけで簡単に管理・検索 異動・昇進・転職等の近況情報が届く

タッチ名刺交換等のデジタル名刺交換や交換した名刺を管理する機能を備えた、370万人以上のビジネスパーソンが利用する名刺アプリ

Eightは価値ある出会いをタッチでつなぐ、
ビジネスのための名刺アプリです。
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マネタイズプラン
2 主要サービスについて「Eight」

ユーザー370万人以上のネットワークを活用した企業向けサービスによるマネタイズ

(1) Eight事業のBtoBサービスには、「logmi Biz」「logmi Finance」「logmi Tech」のイベント書き起こしサービスも別途含む
(2) 開催形態等に応じて、複数の料金設定あり
(3) 採用決定時に追加料金あり

企業向けサービス(1)個人向けサービス

名刺管理サービス イベントサービス

「Eight」のビジネスネット
ワークを活用した

各種ビジネスイベントサービス

固定料金 (2)

（都度課金）

BtoB

月額固定料金
（年間契約）

名刺データダウンロード
等の追加機能が利用可能な

個人向けサービス

BtoC

「Eight」における
名刺共有を企業内で
可能にするサービス

月額固定料金
（年間契約）

BtoB

採用関連サービス

「Eight」内の転職潜在層に
リーチ可能なプロフェッショナル

リクルーティング

固定料金 (3) 

（期間契約）

BtoB
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My Eight Card
2 主要サービスについて「Eight」

カードにスマートフォンをかざすだけで、いつでも、どこでも、誰にでも、
スマートなデジタル名刺交換「タッチ名刺交換」が可能となる「My Eight Card」を2024年5月にリリース
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当社のサービス展開において着目するポイント
2 主要サービスについて「新規プロダクトへの考え方」

当社グループが掲げるミッション「出会いからイノベーションを生み出す」の下、
アナログな業務フローが残るビジネス分野に対して、DXを実現するサービスを展開

「アナログからデジタル」 紙をはじめとしたアナログな業務フローが残っており、
デジタル化による大きな効率化の余地

「出会い」 人と人、企業と企業のつながりに注目

Point 1

Point 2
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さまざまなビジネス分野におけるサービス展開
2 主要サービスについて「新規プロダクトへの考え方」

培ったテクノロジーやノウハウの横展開により、さまざまなビジネス分野においてサービスを創出

2007年 2012年 2020年 2022年
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グループ会社化のトラックレコード
2 主要サービスについて「新規プロダクトへの考え方」

非連続な成長の実現に向けて、グループ会社化をはじめとした投資戦略を実行

グループ会社化のトラックレコード

ログミー株式会社 株式会社ダイヤモンド
企業情報編集社

クリエイティブサーベイ
株式会社

株式会社
言語理解研究所

2020年
8月

2021年
8月

2023年
3月

2023年
6月グループ会社化

P/L連結開始時期

計上セグメント Eight事業
BtoBサービス

2021年5月期
第2四半期

その他

2022年5月期
第1四半期

Sansan／Bill One事業
その他

2023年5月期
第4四半期

その他

2024年5月期
第1四半期
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目次

直近の業績と中期財務方針3

1 Sansanグループについて

2 主要サービスについて

2-1 Sansan
2-2 Bill One
2-3 Contract One
2-4 Eight
2-5 新規プロダクトへの考え方
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経営成績の概況
3 直近の業績と中期財務方針

売上高は前年同期比32.8%増収、調整後営業利益は前年同期比81.5%増益となり高成長が継続
経常利益以下の段階利益は、前年同期に信託型ストックオプションに係る一時的な費用を計上していた影響で大きく増益

2024年5月期2023年5月期

（百万円） 前年同期比通期実績通期実績

+32.8%33,87825,510売上高

+32.0%28,81421,827売上総利益

-0.5pt85.1%85.6%売上総利益率

+81.5%1,709942調整後営業利益

+1.3pt5.0%3.7%調整後営業利益率

+903.3%1,224122経常利益

ー953-141親会社株主に帰属する
当期純利益

ー7.59円-1.13円EPS

経
営
成
績
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セグメント別実績の概況
3 直近の業績と中期財務方針

Sansan／Bill One事業、Eight事業ともに、前年同期比で増収、増益。Eight事業は通期での黒字化を達成
調整額（調整後営業利益）の前年同期比でのマイナス拡大は、主には成長戦略に伴う人員の増加によるもの

2024年5月期2023年5月期

（百万円） 前年同期比通期実績通期実績

+32.8%33,87825,510連結

+33.0%29,94822,516Sansan／Bill One事業

+23.8%3,5482,867Eight事業

+161.3%519198その他

ー-137-72調整額

+81.5%1,709942連結

+23.8%8,6757,005Sansan／Bill One事業

ー314-170Eight事業

ー-79-36その他

ー-7,201-5,856調整額

売
上
高

調
整
後
営
業
利
益
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11,169

13,811
16,349

18,688

21,509

1078

707

865

1104

1,379

12,284

14,519

17,214

19,793

22,889
90.9%

95.1% 95.0% 94.4% 94.0%

「Sansan」その他
「Sansan」ストック
「Sansan」ストック売上高比率

0.59%
0.63%

0.62%

0.44%

0.42%

6,754 

7,744 
8,488 

8,969 

9,693 

¥153,000 

¥162,000 

¥170,000 

¥184,000 

¥197,000 

120,000

130,000

140,000

150,000

160,000

170,000

180,000

190,000

200,000

210,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

「Sansan」契約件数

（件）

「Sansan」契約件数・契約当たり月次ストック売上高 「Sansan」直近12か月平均月次解約率 (1)

(1)「Sansan」の既存契約のMRRに占める、解約に伴い減少したMRRの割合

契約件数
前年同期末比

7.1%増

契約当たり
月次ストック売上高
前年同期比

7.2%増

「Sansan｣：直近の事業状況
3 直近の業績と中期財務方針

営業体制の強化等に伴い、契約件数、契約当たり月次ストック売上高ともに堅調に成長
解約率は、前年同期比0.02pt減の0.42%となり、1%未満の低水準を維持

「Sansan」売上高

ストック売上高
前年同期比

15.1％増

2020年
5月期

（百万円）

2021年
5月期

2023年
5月期

2022年
5月期

2024年
5月期

2020年
5月期

2021年
5月期

2023年
5月期

2022年
5月期

2024年
5月期

2024年
5月期

Q4

2023年
5月期

Q4

2022年
5月期

Q4

2021年
5月期

Q4

2020年
5月期

Q4
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188

776

1,581

2,816

¥105,000 

¥149,000 

¥200,000 

¥227,000 

¥0

¥50,000

¥100,000

¥150,000

¥200,000

¥250,000

¥300,000

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

有料契約件数
有料契約当たり月次ストック売上高

19

116

316

640

「Bill One｣：直近の事業状況
3 直近の業績と中期財務方針

2024年5月末のARRは76億円超となり、2024年5月末目標の75億円以上を達成
営業体制の強化等により、有料契約件数、有料契約当たり月次ストック売上高ともに好調に推移

0.49%

0.64%

0.33%

（百万円） （件）

「Bill One」MRR 「Bill One」有料契約件数・有料契約当たり月次ストック売上高 「Bill One」直近12か月平均月次解約率 (1)

ARR
2024年2月

68億44百万円

MRR
前年同期比

102.5%増

有料契約件数
前年同期末比

78.1%増

有料契約当たり
月次ストック売上高
前年同期比

13.5%増

ARR
2024年5月

76億80百万円

2022年
5月期末

2023年
5月期末

2024年
5月期末

(1)「Bill One」の既存契約のMRRに占める、解約に伴い減少したMRRの割合

2022年
5月期

Q4

2023年
5月期

Q4

2024年
5月期

Q4

2021年
5月期末

2022年
5月期末

2023年
5月期末

2024年
5月期末

2021年
5月期末
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-894

-732

-335
-170

314

291 296 286 303 347

1,078 1,286

1,927

2,563

3,200

BtoCサービス
BtoBサービス

3,548

270

292

310

331

372

「Eight｣：直近の事業状況
3 直近の業績と中期財務方針

「Eight」ユーザー数及び売上高の成長が継続
通期での黒字化に向けて、収益性に焦点を当てた事業運営へ移行

「Eight」ユーザー数 (1) 売上高 調整後営業利益

（万人） （百万円） （百万円）

2020年
5月期

2021年
5月期

2023年
5月期

2022年
5月期

2024年
5月期

2,867

2,213

1,582
1,078

2020年
5月期

2021年
5月期

2023年
5月期

2022年
5月期

2024年
5月期

2020年
5月期

2021年
5月期

2023年
5月期

2022年
5月期

2024年
5月期

(1) アプリをダウンロード後、自身の名刺をプロフィールに登録した認証ユーザー数
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業績見通し
3 直近の業績と中期財務方針

売上高は、前年同期比27.0%増～30.0%増を目指す
調整後営業利益率は、利益改善のペースが加速し、前年同期比2.0pt～5.0pt改善する見通し

(1) 営業損益以下の段階損益については、当社の株価水準によって大きく変動する可能性のある株式報酬関連費用や、一部の営業外損益等の合理的な見積もりが困難であることから、具体的な予想数値の開示は行っていません。

2025年5月期 (1)2024年5月期

（百万円） 前年同期比通期見通し前年同期比通期実績

+27.0%～+30.0%43,026～44,042+32.8%33,878売上高

+26.0%～+28.5%37,734～38,483+33.0%29,948Sansan／Bill One事業

+16.0%～+17.0%26,552～26,781+15.6%22,889「Sansan」

+60.0%～+70.0%9,870～10,486+155.5%6,168「Bill One」

+32.0%～+38.0%4,683～4,896+23.8%3,548Eight事業

+76.2%～+157.6%3,012～4,404+81.5%1,709調整後営業利益

+2.0pt～+5.0pt7.0%～10.0%+1.3pt5.0%調整後営業利益率

業
績
見
通
し
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中期財務目標
3 直近の業績と中期財務方針

2027年5月期までの3年間の年平均成長率（CAGR）は、22%～27%を目指す
2027年5月期における調整後営業利益率は、18%～23%を見込む

33,878

43,026～44,042

61,518～69,396

5.0%
7.0%～10.0%

18%～23%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

-5,000

5,000

15,000

25,000

35,000

45,000

55,000

65,000

売上高 調整後営業利益率

中期財務方針

CAGR 22%～27%

2022年5月期 2023年5月期 2024年5月期 2025年5月期 2026年5月期 2027年5月期

（百万円）

30%以上

長期的な
調整後営業利益率
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自己株式の取得について
3 直近の業績と中期財務方針

中期財務方針や株価動向、ストックオプションの発行及び権利行使等による希薄化率等を考慮し、
株主還元の一環として自己株式を取得今後も株式市場の動向や財務状況等を勘案した上で、機動的に実施を検討していく予定

取得の理由

取得対象株式の種類 当社普通株式

取得し得る株式の総数

株式の取得対価の総額

取得期間

取得方法

20万株（上限）
（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合0.16%）

300百万円（上限）

2024年7月12日～2024年8月31日

東京証券取引所における市場買付

自己株式取得の概要

現在の財務状況や中長期での財務方針、並びに足元の株価動向やストックオプションによる
株式の希薄化率等を勘案した上で、株主還元の一環として実施するもの




